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美浜発電所の状況

美浜1号機 廃止措置中(平成29年4月19日～)

美浜2号機 廃止措置中(平成29年4月19日～)

美浜3号機 第25回定期検査中(平成23年5月14日～)

環
境

美
浜
の

environment

シ
リ
ー
ズ
128

　近年、プラスチックごみの海洋流出が世界的に大きな問題となっています。

　こうした問題を防止し、プラスチックごみの削減を推進するため｢プラスチッ

ク製買物袋(レジ袋)｣が有料化されることとなりました。環境問題解決の第一歩

として、積極的に削減に取り組んでいきましょう。

レジ袋の有料化がスタート

プラスチックごみ問題
～できることから取り組もう～

　

関
西
電
力
㈱
で
は
、
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
事
故
を
踏
ま
え
て
定
め
ら
れ
た
新

規
制
基
準
に
適
合
す
る
た
め
、
平
成
29
年

6
月
か
ら
発
電
所
の
安
全
性
を
高
め
る
工

事
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
今
年
9
月
の
完

了
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

工
事
で
は
、
事
故
の
発
生･

進
展･

拡

大
を
防
止
す
る
対
策
を
何
段
階
に
も
講
じ
、

多
様
化･

多
重
化
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　プラスチックは非常に便利な素材です。軽くて丈夫で、成形し

やすく密閉性も高いため、製品の軽量化や食品ロスの削減等、あ

らゆる分野で私たちの生活に貢献しています。

　一方で、資源･廃棄物制約や海洋プラスチックごみ、地球温暖

化等、多くの問題もあります。こうした問題を改善していくため

にも、私たちはプラスチックの過剰な使用を抑制し、賢く利用し

ていく必要があります。

　このような状況を踏まえ、令和2年7月1日から、全国でレジ袋の

有料化がスタートします。

　有料化をきっかけに、私たちが普段何気なくもらっているレジ

袋の必要性をいま一度考えていただき、エコバッグを持ち歩く

等、自身のライフスタイルを見つめ直してみましょう。

　福井県では、プラスチックごみの削減や持続可能な回収･再生利用を推進するため、

｢ふくいプラスチックスマートキャンペーン｣を展開しており、その取り組みの一つと

して｢マイボトル運動｣を実施しています。

　県内の協力店では、マイボトルを持参してドリンクメニューを購入でき、一部店舗

では割り引きサービスを受けられます。マイボトルを活用して、プラスチックごみの

減量化にご協力をお願いします。

←制度概要等の詳細はこちら

マイボトル運動にご協力ください

【福井県内のマイボトル運動協力店一覧】
　�https://www.pref.fukui.lg.jp/doc/junkan/reduce/
mybottleundo.html

※お問い合わせ先
　町住民環境課　(担当･志賀)
　☎32‐6703

QRコード

①�

地
震
や
津
波
、
竜
巻
等
の
自
然
災
害
や

火
災
か
ら
発
電
所
を
守
る
備
え(

事
故

発
生
防
止)

②�
電
源
や
冷
却
機
能
の
強
化
に
よ
り
原
子

炉
等
を
安
定
的
に
冷
却
し
、
重
大
事
故

を
防
ぐ
対
策(

事
故
進
展
防
止)

③�

原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
防
止
や
放
射

性
物
質
の
拡
散
抑
制
等
、
万
一
の
重
大

事
故
に
対
応
す
る
た
め
の
対
策(

事
故

拡
大
防
止)

　

今
回
は
、
工
事
で
新
た
に
整
備
さ
れ
た

｢

緊
急
時
対
策
所｣

と｢

免
震
事
務
棟｣

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

︻
緊
急
時
対
策
所
︼

　

万
一
、
重
大
事
故
が
発
生
し
た
場
合
の

事
故
制
圧
及
び
拡
大
防
止
を
図
る
た
め
の

対
策
本
部
と
し
て
使
用
さ
れ
る
施
設
で
す
。

　

発
電
所
で
想
定
さ
れ
る
最
大
規
模
の
地

震
や
津
波
が
発
生
し
て
も
影
響
を
受
け
な

い
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
主
な
仕
様
〉

・
耐
震
構
造　

地
上
１
階

・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造

・
建
屋
内
面
積　

約
３
０
０
㎡

・
収
容
想
定
人
数　

最
大
約
１
０
０
人

〈
主
な
機
能
〉

・
外
部
の
空
気
を
遮
断
で
き
る
換
気
機
能

美
浜
発
電
所
３
号
機
の
安
全
性
向
上
対
策

工
事
に
つ
い
て

︻
免
震
事
務
棟
︼

　

緊
急
時
対
策
所
で
の
活
動
の
支
援
や
事

故
対
応
が
膨
大
か
つ
長
期
化
し
た
場
合
の

支
援
を
目
的
と
し
た
施
設
で
す
。

　

地
震
の
揺
れ
を
直
接
建
物
に
伝
え
な
い

免
震
構
造
と
な
っ
て
お
り
、
津
波
対
策
と

し
て
標
高
20
ｍ
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
主
な
仕
様
〉

・
免
震
構
造　

地
上
2
階

・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造

・
建
屋
内
面
積　

約
１
，
２
０
０
㎡

・
収
容
想
定
人
数　

最
大
約
２
０
０
人

〈
主
な
機
能
〉

・
初
動
要
員
の
宿
泊
場
所

︻
お
知
ら
せ
︼

　

美
浜
発
電
所
3
号
機
の
安
全
性
向
上
対

策
工
事
の
内
容
は
、
町
の
行
政
チ
ャ
ン
ネ

ル(

０
９
１
ch)

の｢

原
子
力
ト
ピ
ッ
ク

ス｣

で
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
放
送
期
間　

6
月
下
旬
か
ら
7
月
上
旬

※�

詳
細
な
放
映
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
事
前
に

行
政
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

免震事務棟

緊急時対策所

緊急時対策所

免震事務棟

・
発
電
所
の
情
報
を
把

��

握
す
る
設
備

・
通
信
連
絡
設
備

・
非
常
用
発
電
装
置

・
事
故
対
応
に
必
要
な

��

資
機
材
、
食
料

・
事
故
対
応
要
員
の
待

��

機
場
所

・
通
信
連
絡
設
備

・
非
常
用
発
電
装
置

・
事
故
対
応
に
必
要
な

��

資
機
材
、
食
料

　

町
で
は
、
適
宜
現
地
を
視
察
し
、
こ
れ

ら
の
施
設
を
含
め
、
発
電
所
内
の
工
事
進

捗
及
び
安
全
対
策
に
つ
い
て
確
認
し
て
い

き
ま
す
。

美浜3号機

美浜2号機 美浜1号機

■経済産業省
�【レジ袋有料化に関するHP】
　�https://www.meti.go.jp/
policy/recycle/plasticbag/
plasticbag_top.html

美浜3号機

緊急時対策所

免震事務棟(屋上)
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〒 919-1192　美浜町郷市25-25

�☎　0770-32-1111( 代表 )

�FAX　0770-32-1115( 代表 )

�HP　http://www.town.mihama.

������fukui.jp/

情報BOX
Mihama Information 

美浜町役場

Mihama　Information

障
が
い
者(

児)

の
相
談
支
援
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
障
が
い
者(

児)

の
福
祉
に
関

す
る
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
相
談
員
や

相
談
事
業
所
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
相
談

に
応
じ
必
要
な
情
報
提
供
を
行
う
ほ
か
、

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
支
援
や
権
利

擁
護
の
た
め
の
必
要
な
援
助
を
行
い
ま
す
。

●�

相
談
員

▽
身
体
障
害
者
相
談
員

　

石
丸�

清
美�

氏(

山
上)

　

三
善�

盛
勝�

氏(

郷
市)

▽
知
的
障
害
者
相
談
員

　

松
井�
由
起
子�

氏(

郷
市)

●�

相
談
事
業
所

▽
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー�

若
狭
ね
っ
と

　

(

若
狭
町
市
場
21
‐
8
‐
7

Ｍ
Ａ
Ｉ
ビ
ル�

1
階)

　
　
　
　

☎
０
７
７
０
‐
62
‐
０
０
２
５

▽
社
会
福
祉
法
人
二
州
青
松
の
郷

　

は
あ
と
ぽ
ー
と
さ
く
ら
个
丘

　

(

敦
賀
市
桜
个
丘
町
8
‐
8)

　
　
　
　

☎
24
‐
４
８
４
８

　
　

町
健
康
福
祉
課(

担
当･

四
ツ
谷)

☎
32
‐
６
７
０
４

※�

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
町
健
康
福

祉
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問

お
知
ら
せ

　

市
町
村
振
興
宝
く
じ
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ

の
収
益
金
は
、
市
や
町
の
明
る
く
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。
県
内
の

市
町
に
あ
る
宝
く
じ
売
り
場
で
購
入
を
お

願
い
し
ま
す
。

●�

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ

　

1
等･

前
後
賞
合
わ
せ
て
7
億
円

　
　

��(

1
等
5
億
円･

前
後
賞
各
1
億
円)

●�

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ

　

1
等�

1
千
万
円

●�

発
売
期
間(

同
時
発
売)

　

7
月
14
日(

火)

～
8
月
14
日(

金)

　
　

(

公
財)

福
井
県
市
町
振
興
協
会

☎
０
７
７
６
‐
57
‐
１
６
３
３

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
は

県
内
で
購
入
を

問
●�

販
売
金
額　

1
枚
３
０
０
円

　
　

美
浜･

三
方
環
境
衛
生
組
合

　
　
　
　
　
　

����　

☎
45
‐
１
２
１
５

▽排ガス測定結果

測定項目
測定実施日及び測定結果�(令和元年度) 法令による排出規

制値6月25日 9月11日 11月29日 1月29日

ダイオキシン類�(ng-TEQ/Nm3�) 0 0 0 0.001 5

ばいじん濃度�(g/Nm3) 0.003未満 － 0.0035未満 － 0.15

硫黄酸化物排出量�(Nm3/h) 0.1未満 － 0.1未満 － 16.15

窒素酸化物濃度�(ppm) 62 － 55 － 250

塩化水素濃度�(ppm) 17 － 11 － 429

一酸化炭素濃度�(ppm) 9 12 7 29 －

用語・単位の参考説明

質�量：ng（ナノグラム）…10億分の1gを表す単位
体�積：Nm3（ノルマルリュウベ）…1気圧0℃の1m3の体積を表す単位
濃�度：ppm（ピーピーエム）…100万分の1を表す単位
毒性当量:TEQ(ティーイーキュー)…実測濃度に係数をかけて濃度換算したダイオキシン量の単位

　

エ
コ
ク
ル
美
方
ガ
ス
化
溶
融
施
設
の
令

和
元
年
度
の
稼
動
実
績
は
、
定
期
修
繕
工

事
等
に
伴
う
約
2
カ
月
の
運
転
停
止
期
間

と
緊
急
故
障
修
繕
に
伴
う
約
2
週
間
の
運

転
停
止
期
間
が
あ
り
ま
し
た
が
、
年
間
を

通
じ
て
安
全
に
運
転
を
続
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
住
民
の
皆
様
に
安
心
し
て
利

用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
施
設
の
運
転

管
理
業
務
委
託
会
社
と
十
分
に
連
絡
調
整

を
行
な
い
な
が
ら
、
施
設
の
安
全
運
転
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
令
和
元
年
度
に
実
施
し
た

排
ガ
ス
の
測
定
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
測
定
結
果
に
つ

い
て
は
、
す
べ
て
の
項
目
に
お
い
て
法
排

出
規
制
値
を
下
回
り
、
安
全
な
運
転
状
況

を
確
認
し
て
い
ま
す
。

問

エ
コ
ク
ル
美
方｢

ガ
ス
化
溶
融
施
設｣

令
和
元
年
度
公
害
関
係
測
定
結
果エコクル美方(右奥がガス化溶融施設)

　

今
年
で
70
回
目
を
迎
え
る｢

社
会
を
明

る
く
す
る
運
動｣

は
、す
べ
て
の
国
民
が

犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人

の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、犯
罪

や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と

す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

7
月
は｢

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動｣

の
強
調
月
間
で
す

　
　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
実
施
委
員
会

　
　

町
住
民
環
境
課(

担
当･

藤
田
︶

☎
32
‐
６
７
０
３

●�

今
年
度
の
重
点
事
項

･�

出
所
者
等
の
事
情
を
理
解
し
た
う
え
で

雇
用
す
る
企
業
の
数
を
増
や
す

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

･�

薬
物
依
存
か
ら
の
回
復
と
社
会
復
帰
を
長

期
的
に
支
え
る
地
域
の
環
境
を
つ
く
る

･�

帰
る
べ
き
場
所
が
な
い
ま
ま
、
刑
務
所

か
ら
社
会
に
戻
る
人
の
数
を
減
ら
す

･�

犯
罪
を
し
た
高
齢
者･

障
害
者
等
が
、
社

会
復
帰
に
必
要
な
支
援
を
受
け
ら
れ
る

環
境
を
つ
く
る

･�

非
行
少
年
等
が
学
び
を
継
続
で
き
る
環

境
を
つ
く
る

問

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対

策
の
た
め
、
町
内
外
の
皆
さ
ま
か
ら
多
く

の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

あ
た
た
か
い
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

●�

日
中
友
好
協
会�

様

　

･

サ
ー
ジ
カ
ル
マ
ス
ク�

37
枚

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
へ
の
ご
支
援

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

●�

第
一
生
命
㈱�

様　

･

布
マ
ス
ク�

21
枚

●�

町
内
企
業�

様

　

･

サ
ー
ジ
カ
ル
マ
ス
ク�

２
，
０
０
０
枚

　

･

小
児
用
サ
ー
ジ
カ
ル
マ
ス
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
，
４
０
０
枚

　

･

ゴ
ム
手
袋�

１
，
０
０
０
枚

　

･

ア
ル
コ
ー
ル
ジ
ェ
ル�

20
本

●�

山
口
よ
志
江�

様　

･

布
マ
ス
ク�

36
枚

●�

㈱
若
狭
松
葉�

様

㈱
若
狭
松
葉
親
和
会�

様

　

･

液
体
せ
っ
け
ん�

１
５
０
ℓ

　

･

液
体
せ
っ
け
ん
用
ケ
ー
ス�

24
個

●�

敦
賀
信
用
金
庫�

様

　

･

寄
付
金�

50
万
円(

目
録)

◆
ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま

募
集･

申
請
等

●�

山
口
明
子�

様
、
山
本
輝
子�

様

　

･

布
マ
ス
ク�

40
枚

●�

三
方
五
湖
青
年
会
議
所�

様

　

･

小
児
用
サ
ー
ジ
カ
ル
マ
ス
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
，
４
０
０
枚

●�

㈲
農
美�

様

　

･

次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム�

5
ℓ

　
　

町
健
康
福
祉
課

(

担
当･

四
ツ
谷
／
藤
村)

☎
32
‐
６
７
０
４

重
度
身
体
障
害
者
等
の

タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
に
つ
い
て

　

重
度
身
体
障
害
者
等
の
生
活
の
利
便
を

促
進
し
、福
祉
の
向
上
を
図
る
た
め
タ
ク

シ
ー
利
用(

初
乗
り)

料
金
を
助
成
し
ま
す
。

●�

対
象

　

町
内
在
住
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方

※�

①
ま
た
は
②
に
該
当
す
る
方
で
、
生
計

を
同
じ
に
す
る
人
が
、
自
動
車
税
ま
た

は
軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
て
い

る
場
合
は
対
象
外
に
な
り
ま
す
。

①�

身
体
障
害
者
手
帳
1
級
の
方
、
下
肢
、

体
幹
、
視
覚
障
害
で
2
級
の
方
、
ま
た
は

じ
ん
臓
機
能
障
害
で
血
液
透
析
療
法
を

受
け
て
い
る
方

②�

療
育
手
帳
Ａ
1
ま
た
は
Ａ
2
の
方

③�

80
歳
以
上
で
、
他
に
同
居
の
親
族
が

い
な
い
方

●�

助
成
額

　

(

一
社)

福
井
県
タ
ク
シ
ー
協
会
加
盟

の
タ
ク
シ
ー
事
業
者
が
定
め
る
初
乗
運
賃

の
額(

※)

。

(

※)

　�

1
年
に
つ
き
36
回
分(

年
の
途
中
に
助
成
対
象

と
な
っ
た
場
合
は
月
割
り
で
算
出
し
た
回
数)

に
相
当
す
る
額
を
限
度
額
と
す
る
。

問

イ
ベ
ン
ト･

行
事

　

地
域
や
職
場
に
お
け
る
自
衛
消
防
力
の

確
保
に
向
け
て
毎
年
開
催
し
て
い
る
操
法

大
会
に
つ
い
て
、訓
練
か
ら
大
会
当
日
に
至

る
ま
で
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と

熱
中
症
に
対
す
る
並
行
し
た
予
防
対
策
が

困
難
で
あ
る
た
め
、8
月
30
日
に
予
定
し
て

い
た
大
会
の
開
催
を
中
止
と
し
ま
す
。

　
　

美
浜
消
防
署　
　

☎
32
‐
１
１
９
０

問 美
浜
地
区
自
衛
消
防
隊
操
法
大
会
の

中
止
に
つ
い
て

※�

6
月
27
日
に
開
催
を
予
定
し
て
い
た
、

第
70
回｢

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動｣

第

20
回
記
念
敦
賀
大
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
開
催

中
止
に
な
り
ま
し
た
。

　新型コロナウイルス感染症に伴う、感染者や濃厚接触者、医
療従事者等に対する誤解や偏見に基づく差別は、決してあって
はなりません。
　法務省の人権擁護機関では、新型コロナウイルス感染症に関
連する不当な差別、偏見、いじめ等の被害にあった方からの人権
相談を受け付けています。一人で悩まずに相談してください。
■法務大臣メッセージ　(法務省YouTubeチャンネル)
　https://youtu.be/RYS00qCxo-0

※お問い合わせ先　福井地方法務局人権擁護課　☎0776‐22‐4210

新型コロナに関連した法務大臣メッセージ
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①新たに直系親族と近居する方
■対象者 (①と②を満たす方 )

■補助額 対象工事に要する費用の2分の 1以内 (上限 90万円、1,000円未満切り捨て )

　子育てや介護等、多世帯で助け合いながら暮らせるまちづくりを推進するため、親族との ｢近居 ｣や ｢多

世帯同居 ｣にかかる新築やリフォーム等費用の一部を補助します。

※申請書は町ホームページからダウンロードするか、担当課窓口設置のものを使用ください。

申込期間 7月 1日 ( 水 ) ～ 7月 31日 ( 金 ) ※申込者多数の場合は、抽選となります。

・工事は令和2年 4月 1日以降に着工し、令和3年 3月 1日までに完成すること
・町税等に滞納が無いこと

■対象となる住宅　詳細については下記までお問い合わせください。

■対象者 (①と②を満たす方 )
①町内にある、自ら居住するための住宅を改修する方

②新たに多世帯同居をし、世帯数が1以上�増える方

申請条件

募集件数 4件(※)

■補助額
��①�新築住宅の建設または購入の場合�…�30万円
��②�中古住宅の購入の場合�…�50万円
��※�町内に主たる営業所を有する建設業者または個

人業者が行った場合は50万円を加算

(※) 新築…3件
　　中古…1件

■対象となる改修工事
　詳細については下記までお問い合わせください。

親族と近居 ･多世帯同居する人を応援します

募集件数 4件

※お問い合わせ先　町土木建築課(担当･増田)�☎32‐6707

1. 親族との近居を目的とする一戸建て住宅の新築 ･購入費補助

2. 親族との多世帯同居を目的とする一戸建て住宅のリフォーム改修費補助

・対象となる空家の所有者等

・対象となる空家の解体撤去について委任を受けた者

■対　象　者

　町では空家対策として、空家となっている住宅の解体に要する費用一部を助成します。

　｢美浜町空家情報バンク ｣では、空家の売買や賃貸に関する情報を掲載しているほか、空家情報の登録に

ついても募集しています。

※申請書は町ホームページからダウンロードするか、担当課窓口設置のものを使用ください。

■対象となる空家 危険空家、準特定空家 (町空家等対策協議会 ･審査会にて認定 )

■補　助　額 対象工事に要する費用の3分の1以内(上限50万円、1,000円未満切り捨て)

空家に対する町の支援策を紹介します

※お問い合わせ先　町土木建築課(担当･後藤)�☎32‐6707

1. 空家の解体に要する費用の補助

■空家をお探しの方

①町のホームページから空家情報を入手

②宅建業者に連絡

③所有者との交渉･契約

2. 美浜町空家情報バンク

■空家をお持ちの方
①｢空家情報バンク｣へ空家情報を登録

②仲介する宅地建物取引業者の選定

③町のホームページに登録物件を掲載

④入居希望者との交渉･契約

　｢空家情報バンク ｣は、空家の売買や賃貸を希望する所有者から申し込みを受けて空家情報の登録 ･公開

を行うことで、空家への入居希望者に情報を提供する制度です。

　空家をお持ちの方やお探しの方に対して、町や県のホームページで空家情報を提供しています。

売買 ･賃貸までの手続き

Mihama　Information

募集種目 資格 受付期間

自衛官候補生 �18歳以上33歳未満 �年間を通じて募集中

一般曹候補生 �18歳以上33歳未満 7月1日～9月10日

航空学生

�●航空:18歳以上21歳未満

�●海上:18歳以上23歳未満

�※�高卒(見込含)または高専
　�3年次修了者(見込含)

7月1日～9月8日

防衛大学校学生

�18歳以上21歳未満

�※高卒(見込含)

(推薦･総合選抜)
　9月5日～9月11日
(一般)
　7月1日～10月22日

防衛医科大学校学生
(医学科･看護学科)

(医学科)
　7月1日～10月7日
(看護学科)
　7月1日～10月1日

高等工科学校
�17歳未満

�※男子で中卒(見込含)

(推薦)
　11月1日～11月30日
(一般)
　11月1日～1月6日

※お問い合わせ先　自衛隊福井地方協力本部敦賀地域事務所�☎23‐2026
　　　　　　　　��HP：http://www.mod.go.jp/pco/fukui/

自衛官を募集します

※�新型コロナウイルス
感染症対策のため、
受付期間や試験期
日が変更となる場
合があります。

※�期間や期日が変更
された場合は、自衛
隊福井地方協力本
部のホームページ
でお知らせします。

※お問い合わせ先　町農業サポートセンター　　☎32‐6718

　町の園芸振興策の一環として ｢秋まきミニ野菜 ｣

の試験栽培を実施します。

　試験栽培にご参加いただける方には、ミニ野菜の

種子購入費用に対する補助を行います。

　農家の方だけでなく、家庭菜園 (プランター栽培

含む )や園芸に興味がある方も大歓迎ですので、ふ

るってお申し込みください。

　募集内容は右記のとおりです。

■対象者

　･町内在住の方、町内で活動する団体

　･町内で野菜等を栽培する方

■補助内容

　種子購入費用の1/2を補助

　(1人あたり種子5袋まで)

■補助要件

　(1)｢ ミニ野菜栽培研修会 ｣への出席 (1回 )

　(2) 簡易な栽培記録の提出

■申込期限

　7月 17日 ( 金 )

■申込方法

　下記により申込用紙を入手の上、提出してください。

　○美浜町農業サポートセンター

　○町産業振興課　窓口

※町ホームページにてダウンロードもできます。

｢秋まき ミニ野菜｣の試験栽培にご参加を!

②近居のために一戸建て住宅を建設または購入する方

※�美浜東 ｢ 美し野 ｣ニュータウンは、別途優遇措置を

設けているため対象外
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Mihama　Information

↓戸嶋町長からのぼり旗を受け取るけやき台区長

　6月 12日に ｢げんげん歩楽寿 ｣推進集落指定式がはあとぴあ
で行われました。
　指定式では、木野区、小倉区、栄区、けやき台区の 4集落に
町長から指定書とのぼり旗が手渡されました。
　推進集落に指定された 4集落は、食事や運動、塩分測定等の
ほか、集落独自の特徴 ･課題を踏まえた取り組みを行い、生活習
慣病の予防 ･改善を目指します。

↓換気やマスク着用等の対策をしながら授業を受ける生徒たち

　新型コロナウイルス感染症拡大防止の影響で休校と
なっていた町内の小中学校が、6月1日に再開しました。
　3月の臨時休校以降、ケーブルテレビを活用した学習
特別番組の放映や登校日を分ける分散登校等を実施して
きましたが、通常通りの登校は約3カ月ぶりとなります。
　子どもたちは、マスクや換気等、感染症対策を徹底し
ながらも、楽しそうに学校生活に臨んでいました。

日常への第一歩

町内小中学校が再開

↓指定された4集落(左から木野区、小倉区、栄区、けやき台区)

日々の生活をいきいきと

↓協力して苗の植え付け等を行う会員ら

　5月24日に、久々子楽農クラブによる野菜苗の植え
付けが久々子地区のほ場で行われ、18人が参加しました。
　同団体は、区内の高齢者の生きがいやつながりづく
りを目的として、町の ｢がんばる美浜人応援事業 ｣を
活用して組織されたものです。
　今後は、収穫祭を開催して子どもたちと交流したり、
収穫物を販売したりする予定です。(関連第19頁 )

野菜苗の植え付け

ふ
く
い
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

出
張
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

8
月
22
日(

土)

正
午
～
午
後
4
時

●�

日　

時

●�

会　

場

プ
ラ
ザ
萬
象

(

敦
賀
市
東
洋
町
1
‐
1)

●�

対　

象

・
15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
方

・
40
歳
代
の
就
職
を
希
望
す
る
無
職
者
及

��

び
家
族
等

●�

内　

容

　

専
門
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
個
別
相

談
及
び
各
支
援
機
関
の
紹
介

ふ
く
い
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
０
７
７
６
‐
21
‐
０
３
１
１

問

教
室･

講
座･

説
明
会
等

も
の
忘
れ
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

7
月
28
日(

火)

午
後
7
時
～
8
時

●�

日　

時

●�

会　

場

な
び
あ
す

●�

対　

象

　

町
内
在
住
で
、
物
忘
れ
や
認
知
症
に
つ

い
て
不
安
の
あ
る
人
ま
た
は
そ
の
家
族

●�

定　

員

2
人(

事
前
申
し
込
み)

●�

費　

用

無
料

町
健
康
福
祉
課(

担
当･

藤
木)

☎
32
‐
６
７
０
４

問

集落の特徴を踏まえた健康づくり

｢げんげん歩楽寿｣推進集落を指定

子
ど
も･
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

(

担
当･
河
村)

☎
32
‐
０
１
９
２

問 ○
さ
く
ら
ん
ぼ
ひ
ろ
ば

◆｢

た
な
ば
た
会｣

7
月
7
日(

火)

午
前
10
時
30
分
～
11
時

●�

日
時

●�

会
場

●�

対
象

在
宅
児
と
保
護
者

子
ど
も･

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー(

は
あ
と
ぴ
あ
内)

●�

内
容

シ
ア
タ
ー
を
見
た
り
体
を
動
か

し
た
り
し
て
遊
び
ま
し
ょ
う
。

◆｢

音
楽
を
楽
し
も
う｣

7
月
22
日(

水)

午
前
10
時
15
分
～
11
時

●�

日
時

●�

会
場

●�

対
象

在
宅
児
と
保
護
者

●�

講
師

村
上
英
治
氏(

日
本
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク･

ケ
ア
協
会
会
員)

は
あ
と
ぴ
あ
1
階

け
ん
こ
う
ひ
ろ
ば

7
月
1
日(

水)

か
ら

17
日(

金)

ま
で

●�
申
込

子
ど
も･

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

の
催
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

○
育
児
講
座

■対象旅行

美浜駅で発行する切符を購入して、ＪＲ小浜線を利

用した親子旅行。�ただし、次のいずれかに該当す

る場合は、原則として助成対象となりません。

①�親子旅行の変更･中止等により切符の払い戻し

等を受けた場合

②各地区子ども会等の団体主催による親子旅行

■対象者

切符購入時に、次のすべての条件を満たす方

①�本町に住所を有する親子(中学生以下の方が１

人以上含まれていること)

　※�親子は、祖父母等3親等以内の親族を含む

②�美浜駅または東美浜駅を始点または帰点とし

たＪＲ切符であること

③町税等に滞納がないこと

■助成額
　購入額の3分の2(上限8,000円)

　※助成は1世帯1回限り。

　(�子どもと別世帯の親族とが旅行した

場合も１世帯とする)

■申請方法

①�美浜駅で切符を購入した際、美浜駅に備え付け

の申請書兼請求書に販売証明を受けてください。

②�親子旅行実施後20日以内に町まちづくり推進課

へ申請書兼請求書を提出してください。

③�申請の際は、行き先の場所が分かるような日付入

りの写真を添えて提出してください。

■助成件数

　原則として先着20組(切符購入の先着順)

　※お問い合わせ先　　　町まちづくり推進課(担当･川畑)��☎32‐6701

ＪＲ小浜線利用促進助成をご利用ください

7月1日(水)～9月30日(水)まで■対象期間

■夏休み親子旅行助成

　購入額の3分の2(上限8,000円)


